
最近、旅行の個人化・高齢化・国際化が進むに連

れて、観光行動の多様化が進んでいる。それに伴い、

観光のニーズも例えば、６Ｋ（感動・教育・景観・

環境・健康・寒地）といったテーマ性をもった新し

いかたちの観光が生まれつつある。

観光分科会ではこうした観点から、平成19年度は

産業・遺構観光および環境に配慮した新しい観光の

取組をテーマに、これまで２回の勉強会を開催した。

１．「炭鉱遺産活用と観光振興」

ゲスト：吉岡宏高氏（札幌国際大学観光学部准教

授／NPO法人炭鉱の記憶推進事業団理事

長）

■産業を活用した観光振興の経緯・背景

1998年（平成10年）、国の支援施策の期限切れを

目前に、北海道空知支庁が炭鉱遺産に着目した政策

を開始、炭鉱遺産の存在状況について初の総合的調

査を行った。その結果、多くの遺産があることが判

明し、炭鉱遺産を活用した地域振興のマスタープラ

ンとして、「そらち・炭鉱の記憶コミュニティ・ミュー

ジアム基本構想」が策定された。

2000年（平成12年）には、炭鉱遺産の重要性と炭

鉱遺産を活用した地域活性化の可能性をアピールす

る政策が展開され、炭鉱遺産が人々の関心を呼びは

じめた。道の積極的な取り組みにより、新たに市民

団体が組織化され、市民による炭鉱遺産を活用した

具体的な活動の展開へ繫がっていった。

市民活動は、2001年（平成13年）の北海道遺産選

定、2002年（平成14年）の民間主体による地域横断

的な実行委員会組織の設立、2003年（平成15年）の

赤平市での国際学会開催（国際鉱山ヒストリー会議）

などの動きに力を得て、次第に認知度を増してきて

いる。

■産業を活用した観光振興方策の概要

炭鉱遺産は知名度の向上にともなって観光資源と

して注目を浴びるようになってきた。2002年（平成

14年）10月からは、バス会社系の旅行代理店が定常

的遺産ツアーを開始し、約２年で、1,000人を超える

参加があったほか、大学・高校などの研修コースに

も組み入れられはじめている。

観光対象としての炭鉱遺産の知名度は徐々に高

まってきてはいるが、まだ地元住民や自治体にとっ

て「いまさら炭鉱なんて」「炭鉱は過去のもの」とい

う固定的な認識が強いことが大きな課題である。そ

こで、炭鉱遺産を一つの場（ステージ）として捉え、

そこに様々な人が集まるような仕掛けが展開されて

いる。地域外の人は、芸術や文化など炭鉱遺産に新

たな価値を加えることで来訪の動機を持ってもら

い、一度訪れることで炭鉱の幅広さ、奥深さに触れ

てリピーターになってもらうことができる。地域内

の人は、外から人が来るということを契機に、炭鉱

遺産の価値を実感してもらう。ここから、北海道の

歴史にとって炭鉱は重要な存在であったという過去

の価値とともに、炭鉱遺産は新たな活用価値を持つ

新しい観光のかたちをめざして～観光分科会の活動

●PROFILE／よしおか・ひろたか 1963年生まれ・三笠市出身。
岩見沢東高卒業、福島大学経済学部経営学科卒業、札幌学院大学大
学院地域社会マネジメント研究科修了。1986～1992年・日本甜菜製
糖㈱で新規事業を担当。1992～1997年・㈱たくぎん総合研究所で主
任研究員として道内各都市の地域計画・都市計画の策定に携わる。
1997年にまちづくりコーディネータとして独立。現在は、札幌国際
大学観光学部観光学科准教授
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未来に向けた存在であることを実感してもらうこと

ができる。そのための仕掛けとして、ツーリズムを

捉えている。

炭鉱遺産は、閉山後10～20年を経過し劣化が進ん

でおり、その保全が大きな課題となっている。しか

し、財政や制度的な保全の方策はまだ見えていない。

そのため、地域住民による幅広い保全に向けた雰囲

気づくりと具体的なアクションが求められている。

２．「シーニックバイウェイ北海道エコツーリング

の取組み― カーボンオフセットツアーを中心

として― 」

ゲスト：かとうけいこ氏（有限責任中間法人シー

ニックバイウェイ支援センター事務局長）

■シーニックバイウェイ北海道の概要

〝みち"をきっかけとして、地域の方々が主役と

なって、行政や企業などと連携しながら、広域的に

「美しい景観づくり」、「活力ある地域づくり」、「魅力あ

る観光空間づくり」に取り組んで、愛着と誇りの持て

る地域を実現する取り組みとして進められている。

2005年（平成17年）に第１回目の認定が行われ、

３ルートが指定ルートとなり、現在６指定ルート、

３候補ルートが認定されている。

■カーボンオフセット型ツアーの企画・提案・実施

シーニックバイウェイ北海道では、自然環境に配

慮したドライブを提案している。冬期間は『冬の安

全・エコツーリング』として、北海道ならではのツー

リングの注意を喚起している。

地球温暖化対策における大きな課題が「COの排

出量削減」。運輸部門のCO排出量は全体の約２割

で、その中でも乗用車からの排出量が約半分を占め

ている。

エコツーリングを推進してきたシーニックバイ

ウェイ北海道では、樹木を植えることにより、ガソ

リンから排出したCOを吸収する『カーボンオフ

セット』という取組を今年からスタートした。

平成19年度はこれまでカーボンオフセットを導

入したツアーを５回実施している。それぞれのツ

アー毎に想定されるCO排出量を算出し、それに見

合う樹木量を計算し、参加者に植樹してもらうとい

う内容である。ちなみに「2008サミット開催地「洞

爺湖」をエコドライブで楽しむ旅」ではツアーに使

用されたハイブリッドカー６台分のCO排出量に

見合う植樹本数を約10本と算出したが、地域と調整

の結果60本を植樹した。

今後の課題としては、CO排出量および樹木によ

るCO吸収量の算出方法や植樹以降の育成も長期

に亘ることから適当な植樹地の確保があり、現在検

討を進めている。

（文責：宮武 清志（観光分科会座長）)

●PROFILE／1963年足寄町生まれ。消費生活アドバイザーの資
格を取得し論文の執筆や、北海道の花やガーデニング、農業、景観
をテーマにした記事を「私のカントリー」「サライ」「現代農業」な
どに発表。
2000年１月より2006年３月まで「花新聞ほっかいどう」創刊編

集長。同年５月よりシーニックバイウエイ支援センター事務局長。
社団法人北海道造園建設業協会理事など公職多数。

平成19年度のカーボンオフセットツアー企画

①地球環境を考えながら日本海の食と景観を楽しむ旅

②シーニック流大人の社会見学『環境』を考える秋の一日

③月浦ワインとそうべつくだもの村を訪ねる旅

④２つのワイナリーを訪ねる in浦臼・富良野

⑤2008サミット開催地「洞爺湖」をエコドライブで楽しむ旅

北海道新聞（朝刊) 2007年９月27日
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